
出展技術の分類

技術名称
バッテリー発火事故対策
『充電ロッカー』

担当部署 アクティオRS本部建築保安事業部

NETIS登録番号 無し 担当者 建築保安事業部　吉本

社名等 アクティオ 電話番号 03-6666-2548

技術の概要

技 術 概 要 書　（様式）

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

１．技術開発の背景及び契機

建設現場や事務所では電動工具やタブレット端末等の使用が日常化し、リチウムイオン電池の充電機
会が急増しています。しかし、特に気温が上昇する時期を中心に、充電中のバッテリー発火トラブルが相
次いでおり、現場の安全を脅かす大きな課題となっていました。また、多数の機器を使用する建築現場
では、盗難リスクへの対策も求められていました。
こうした火災リスクの低減とセキュリティ対策を両立し、現場に安心安全な充電環境を整備するために、
本製品が開発されました。

２．技術の内容

民　 間　　37　件　（九州　2　件、九州以外　35　件）　

本製品は、熱を検知すると表面のフィルムが溶け、中から消火薬剤（エアロゾル）を噴射する「消火フィル
ム」を内部に搭載しています。万が一、充電中のバッテリーから発火しても、即座に局所消火して周囲へ
の延焼を確実に防ぎます。
ロッカーの各扉には暗証番号式のダイヤル錠が採用されており、盗難を防ぐ安全な個別管理が可能で
す。さらに、各庫内に独立した電源コンセントが完備されており、安全かつ整理された状態で個別に充電
が行えます。

３．技術の効果

万が一のバッテリー発火時にも即座に初期消火されるため、現場事務所や倉庫における大規模な火災
事故や延焼を未然に防ぎ、人命と貴重な財産を守り抜きます。
また、鍵による個別管理により、高価なバッテリーやタブレット端末の盗難・紛失リスクが劇的に減少しま
す。さらに、乱雑になりがちな充電スペースがすっきりと整理整頓され、どこで誰の機器が充電中かが一
目で分かり、現場の安全意識向上とスムーズな作業開始を後押しする効果があります。

４．技術の適用範囲

・多くの作業員が行き交う「中・大規模の建設現場の共同事務所」
・精密機器や端末を多数使用する「現場の仮設ICTオフィスや倉庫」
・火気厳禁・安全第一を掲げる「プラントや既存ビルのリニューアル現場」

５．活用実績
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６．写真・図・表


